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健康なのにもかかわらず優先席に座っている！しかし外から見ただけでその人を判断していませんか？内面にあるハンディキャップを抱えている人を判断できていますか？

一般的には、優先席は障害者や高齢者、妊婦や子ども（特に乳幼児）に優先的に座らせるための座席だ、という考えを持っている人が多いはずです。しかし、そのような人たちだけが優先席に座れるんでしょうか。いや、必要であれば誰でも座ることができます。ですが、健常そうに見える若者やサラリーマン、OLなどが座っていると、周囲から白い目で見られてしまうこともあります。つまり、「外から見てわからないと、優先席には座ってはいけない」という考えが根底にあるのでしょうか。

▼「なぜこの人は健常そうなのに優先席に座っているんだろう」と心の中で思ったことはありませんか？しかし「内面に抱えているハンディキャップ」にあなたは気づくことができますか？

「あの人は元気そうに見えるし、優先席に座るほどの年を取っているようにも見えないし、それなのにどうして優先席に座っているんだろう…」。「優先席」と「席を譲る」ことは台湾人の誇れる部分です。しかし、今ではその優先席が、「罪悪感・気まずさ」が生まれる場所になってしまっています。つまり、ひとたび他の座席と色が違う優先席に座れば、周りの乗客から顰蹙の目で見られてしまうのです。

基本的には、高齢者や身体障害者、乳幼児連れや妊婦だけではなく、外からは見えない内側にハンディキャップを抱えている方も優先席には座ることができます。妊娠二か月の妊娠初期の方は、見た目で妊婦とわからないので、座れば白い目で見られてしまう。生理痛で苦しんでいる女子中高生も、優先席に座れば、写真を撮られネットで公開されてしまう。筋骨隆々の男性であっても優先席に座ります。なぜなら２日前に膝の手術をしたばかりなのです。

▼お年寄りや体の不自由な方、妊婦の方や子どもだけではなく、必要であれば誰でも座る権利がある。

健常そうに見える人も「外見では判断できないハンディキャップ」を抱えている可能性もあり、そのような内面に何かしらのハンディキャップを抱えている人には不都合が発生する可能性があります。外見だけで判断し、白い目で見たりするのではなく、相手の状況や背景を慮る余裕、そして思いやりを持ち、「優先席」を「気まずさや罪悪感が生まれる場所」ではなく、「いたわり、困っている人への手助け」を通し、「暖かさと愛にあふれる場所」にしていきましょう。

動画は、台湾における「高齢者や身体障害者、乳幼児連れや妊婦だけが使用できる場所」だという認識ではなく「必要であれば誰でも座ることができる場所だ」という認識を広めていきたいという思いから作成されている。

